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資料内容 

〇 コロナ感染拡大をきっかけに刑法犯全体が減少している。ただし、フィッシング詐欺など

キャッシュレスに伴う犯罪が増加している。 

〇 インターネット利用者のうち、高齢者の利用者が増加している。また、宅配便サービスの

利用が高まっている。 

教科書等 

との関連 

中学校公民的分野  市場経済 金融  

高等学校公民科   市場経済の機能  金融  

キーワード コロナ 市場経済  金融  キャッシュレス  

ねらい 
◆データ・事実と論拠にもとづいて、コロナによる金融環境の変化について、多

面的・多角的に考察し、今後どのような対策が必要になるかを構想できる。  

活用場面 

あるいは 

授業プラン 

の概略 

発問  「コロナで増えた犯罪、減った犯罪とは？」 

刑法犯全体（－17.9％）、侵入犯罪（－21.6％）、ひったくりなどの街頭犯罪（－27.4％）サ

イバー犯罪（＋3.7％）などのデータを提示する。 

→それぞれの理由付けを出させる。 

→サイバー犯罪のうちネット上で個人情報を不正に取得するフィッシング詐欺が増加して

いる（2019 年比で約４倍）ことを指摘する。 

発問  「なぜフィッシング詐欺が増加しているのだろう？データと論拠に基づいて説明しよ

う。」（生徒がタブレット端末等を持っている場合には自分でデータ等を探させる） 

データ：人流の減少率（－20％）、宅配便の件数（過去最高）、キャッシュレス決済割合（＋

29.7％）、少子高齢化（年々上昇）、年齢別インターネット利用率（高齢者がネットを使いだ

している） 

事実：緊急事態宣言、変異株の増加、実体験など 

→それぞれの事実・データ、論拠、主張を作ったかを説明しあう 

発問  「今後、さらにキャッシュレス化が進んだ場合のポジティブな面、ネガティブな面を

まとめよう。」 
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データ：年齢別スマホ利用率、世界のキャッシュレス化比率など 

事実：外国の事例、自らの実体験など 

→日本でのキャッシュレス化の良し悪しについて、主張を記述して説明しあう。→今後どう

していくべきかを結論を検討し発表 

備考 図は「対話型論証による学びのデザイン」（松下佳代，2021年）を参照 
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結論 

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/sousa/statistics.html
https://www.antiphishing.jp/report/monthly/202107.html
https://www.antiphishing.jp/report/monthly/202107.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r02/html/nd252120.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha04_hh_000222.html

